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子
宮
頸
が
ん
は
、
子
宮
の
入
り
口
で
あ
る
「
子

宮
頸
部
」
に
で
き
る
が
ん
で
す
。
腟ち
つ

か
ら
観
察
で

き
る
子
宮
頸
部
に
発
生
す
る
た
め
、
検
診
で
発
見

し
や
す
い
が
ん
と
い
え
ま
す
。
が
ん
に
な
る
前
の

「
異
形
成
（
前
が
ん
病
変
）」
と
呼
ば
れ
る
段
階
で

治
療
す
れ
ば
、
子
宮
を
温
存
で
き
る
の
で
、
妊
娠
・

出
産
も
可
能
で
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
の
多
く
は
、
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
性
交
の
経
験
が
あ
る
人
な
ら
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
一
生
に
一
度
は
感
染
す
る
と
い

わ
れ
る
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
も
、
多
く
の
場
合
、
免

疫
に
よ
っ
て
自
然
に
排
除
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、

排
除
さ
れ
ず
に
感
染
が
続
く
と
、
一
部
に
子
宮
頸

が
ん
の
前
が
ん
病
変
が
で
き
、
数
年
以
上
か
け
て

子
宮
頸
が
ん
に
進
行
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
に
な
っ
て
も
、
初
期
の
段
階
で
は

自
覚
症
状
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
進
行
す
る

に
つ
れ
て
、
不
正
出
血
や
性
交
時
の
出
血
が
起
こ

っ
た
り
、
お
り
も
の
の
異
常
（
量
が
増
え
、
膿う
み

や

血
が
混
じ
っ
た
り
、
匂
い
が
強
く
な
っ
た
り
す
る
）

が
現
れ
た
り
し
ま
す
。
か
な
り
進
行
す
る
と
、
下

腹
痛
や
腰
痛
の
ほ
か
、
尿
や
便
に
血
が
混
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
症
状
が
み
ら
れ
た
ら
、

す
ぐ
に
婦
人
科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

子
宮
頸
が
ん
の
原
因
は

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

進
行
す
る
と
、
出
血
や
お
り
も
の
の

異
常
が
現
れ
る
こ
と
も

子し

宮き

ゅ

う

頸け

い

が
ん
は
定
期
的
な
検
診
で
防
ぐ
！

忍び寄る病気にSTOP!STOP!
指導●松

まつもと

本 光
こう

司
じ

先生
　　　昭和大学医学部産婦人科学講座 教授

働
き
盛
り
世
代
の
女
性
を
脅
か
す

子宮について

　子宮は女性の骨盤内にある臓
器で、妊娠したときに胎児を育
てる器官です。子宮は、上部の
袋状の「子宮体部」と、子宮の
入り口にあたる「子宮頸部」に
分けられます。

子
宮
頸
が
ん
の
ほ
と
ん
ど
は

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
原
因
で
す
。

定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、

異
常
が
見
つ
か
っ
て
も
が
ん
に
な
る
前
に

治
療
で
き
ま
す
。

子宮体部

子宮頸部 卵巣

卵管

子宮
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子宮頸がんを知る

HPV感染からがんができるまで

正常細胞

HPV 感染の持続

HPV の排除
（約 80 〜 90％）

進行
（約 10 〜 20％） 進行

高度異形成・
上皮内がん（CIN3）

軽度異形成（CIN1）
中等度異形成（CIN2） がん細胞

　HPV に感染しても、ほとんどは体外に排除されます。
一部の女性では排除できずに持続感染となり、細胞に
変形がみられる「異形成（前がん病変）」になります。
異形成になってからも免疫によって排除されることが
多いのですが、ごく一部の女性でがんを発症します。

　前がん病変は、軽度異形成（CIN1）、中等度異形成
（CIN2）、高度異形成・上皮内がん（CIN3）の 3 つの段

階に大きく分類されます。高度異形成以上は治療の対
象となります。中等度異形成であっても、治療の対象
となることがあります。

正常な細胞に
比べて、細胞
質の中の核が
大きくなる

子宮体がん
　子宮の奥の子宮体部にでき
るがんは「子宮体がん」とい
います。子宮頸がんとは原因
や治療法などが異なり、同じ
子宮のがんでも別の病気です。
　子宮体がんは、子宮頸がん
に比べて発症年齢が高く、主
に 50 代以降に多くみられま
す。閉経前後に起こりやすく、
肥満や月経不順、出産経験が
少ないことなどもリスク要因
とされています。最も多い自
覚症状は不正性器出血です。
　治療は、原則として手術が
行われます。がんの進行度や
がんの性質などから、手術後
に放射線治
療や薬物療
法などを追
加する必要
があるかど
うかも検討
します。

働き盛りの若い世代に多い
子宮頸がん

　子宮頸がんは HPV 感染後すぐに発生するのではなく、異形成と、がん
が子宮頸部の表面にとどまっている状態（上皮内がん）を経て発症します。
がんになる一歩手前の上皮内がんを含めると、子宮頸がんの罹患数（新
たにがんと診断された人の数）は、働き盛り世代の 20 ～ 40 代に非常に多
いことがわかります。
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●子宮頸がんの罹
り
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数（2019）

上皮内がん含む

上皮内がん含まない

出典：国立がん研究センターがん情報サービス

※図はイメージです












































